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随想／小嶋 彩子（俳優）
視点／新型コロナウイルスと美術館の試みを巡って

この人と…／杵屋 六秋（長唄・唄方）
ピックアップ／「演劇緊急支援プロジェクト」と「はじめの半歩プロジェクト」
いとしのサブカル／兼岩 孝（少女漫画偏愛主義者／会社員〈土木屋〉）
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「なごや文化情報」編集委員
　上野　茂 （ナゴヤ劇場ジャーナル編集長）
　杵屋六春 （長唄・唄方 名古屋音楽大学講師）
　鈴木敏春 （美術批評・ＮＰＯ法人愛知アートコレクティブ代表理事）
　濵津清仁 （指揮者）
　山本直子 （編集・出版 有限会社ゆいぽおと代表）
　吉田明子 （人形劇団むすび座 制作部長）

相対的な風景１
（2019年/写真/65×90cm）

進行方向の横にカメラをかまえ、風景と平行に移動しシャ
ッターを開けたまま撮影した。近くは早く動き遠くはゆっ
くり動く。角度が動けば近くは少し動き遠くは大きく動く。
運動視差と角度で空間を認知した作品。

表紙
作品

尾野 訓大 （おの くにひろ）
略歴
1982年　愛知県に生まれる。
2007年　名古屋芸術大学大学院美術研究科修了
2012年　中川運河 写真（名古屋都市センター）
2019年　パラランドスケープ（三重県立美術館）
2020年　アインソフディスパッチ（名古屋）

　「次は清作ちゃん」

舞台での初台詞。私が今、舞台に立っているのは

この台詞のおかげかもしれません。

　小学校4年生の学習発表会で「野口英世」の劇

をしました。私は引っ込み思案で内気、自分の気持

ちを言葉で表現するのが苦手な子どもでした。だか

らなのか、「何か」がやりたかったのでしょう、配役

を決める時は進んで手を挙げていました。でも人気

の役にはなれなくて、何とかもらえたのが野口英世

の子ども時代の友達の役でした。

　「清作」とは野口英世の幼名。数人の子どもたち

が相撲で遊んでいて清作の順番が回ってきた時に

言う一言。しかしこの後、いじめっ子たちによって

清作は相撲をさせてもらえなかった、確かこんな感

じの一場面。

　野口英世がいじめられっ子だったことを表現する

シーンでの唯一の味方というか中立の立場の友達

役だったことも子どもながらに気に入っていたので

すが、何より稽古中に褒められたことがとても嬉し

かったんです。体育館の一番後ろで見ていた学年

主任の先生が、私が台詞を言った時に、「とても大

きな声でいいよ！」と言ってくれました。胸が熱くな

ってドキドキしたのを今でも覚えています。

　今振り返ると、この時私の中に「舞台に立ちたい」

という想いの小さな種が蒔かれたのではないかと思

います。幼い頃習っていた日本舞踊やピアノ、中学

の部活で始めた吹奏楽、高校で習った声楽、短大

では日本民踊と和太鼓のサークルで活動、社会人

になってからも自分のやりたい「何か」を探して、

バンド活動をしたり、市民バンドで吹奏楽を続けた

り、声楽の個人レッスンを受けたり、短大のサーク

ルの先輩のいる劇団に顔を出したりしていました。

ミュージカルなど舞台を観るのも好きでしたが、い

つの間にか観客席ではなく向こう側へ行きたいと思

っている自分に気づいて驚きました。あまりに無謀

な夢なので「舞台に立つなんて私なんかには無理

無理」と諦めていました。

　しかし小さな種が芽吹きはじめました。27歳、ど

うしても諦めきれなくてお芝居の勉強を始めたので

す。そして今に至ります。言葉でうまく自分を表現

できない分、歌や楽器や踊ること、そして台詞の

力を借りて表現しているのだと思います。「何か」

を探してただ闇雲にやりたいことをやっていた頃に

はバラバラだと思っていたことが、「舞台」に出会い、

見事に繋がりました。全てが生かせるのです。小学

4年生の頃蒔かれた種がようやく若葉となったよう

な気がします。これからも出会いや経験を生かし積

み重ねながら大切に育てていきたい、ゆっくりコツ

コツ一歩ずつ。

小嶋 彩子（俳優）
主な主演作は遠山事務所「いのちぼうにふろう」「どん底」「道」「飢餓海峡」など多数。劇団スイセイ・
ミュージカルの全国ツアー「楽園」はじめ3作品に出演。名古屋市文化振興事業団企画公演にはミュージ
カル「オズの魔法使い」「ザ・ミュージックマン」など5作品に出演。名古屋の演劇人が贈る名作劇場「煙
が目にしみる」野々村礼子役。『時代横町』、『戦争を語り継ぐ演劇公演』出演。第1回アクテノン記念 江
崎演劇賞受賞。
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新型コロナウイルスと
美術館の試みを巡って

新型コロナウイルスの猛威
2019年11月に中国・武漢市で報告された原因不明の肺炎は、

「COVID-19」（新型コロナウイルス感染症）と名付けられ、いま
や世界中に拡散。日本にとって、新型コロナウイルス対策で最初
の大きな試練となったのは、クルーズ船「ダイヤモンド・プリンセス」
号の集団感染でした。2020年3月以降、東京などを中心に感染
急増を受け、国や愛知県などで「緊急事態宣言」を発出。感染
拡大防止を自粛要請などで呼びかけました。その後、愛知県の緊
急事態宣言が5月31日に解除され、美術館や博物館、図書館な
どが再開しました。しかし新型コロナウイルスの感染は、首都圏
を中心に増える傾向で、とても収束など見えません。その中で先
行する形で美術館などの公共施設の開館が始まっています。

一方、名古屋市美術館では同館、中京テレビ放送、読売新聞
社などが主催の「みんなのミュシャ　ミュシャからマンガへー線の
魔術」展(4月25日～ 6月28日)が新型コロナウイルス感染拡大
防止のため中止になりました。それ以後も特別展「アートで旅
するなつやすみ　サマー・エスケープ」や、1972年までの名古
屋写真運動史を扱った「『写真の都』物語　ー名古屋写真運動史：
1911-1972 ー」が先送りとなり
ました。学芸課長の井口智子さ
んによると、名古屋市美術館は
新型コロナウイルス感染拡大防
止のための臨時休館に続き、現
在は今年11月から予定していた
外壁改修工事を前倒しして行っ
ており、休館しているとのことで
す。臨時休館に入った際には、
インターネットを利用した所蔵品
鑑賞やぬり絵の提供を行いまし
たが、ネット活用の充実の必要
性を感じたとのことです。

感染拡大予防ガイドライン
公益財団法人日本博物館協会は2020年5月14日に指針「博物

館における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」（以下
「ガイドライン」）を発表しています。新型コロナウイルス感染拡大
が続く中、多くの博物館や美術館の関係者が感染拡大防止のた
めに努力しています。「入場者の制限や誘導」「手洗いの徹底や
手指の消毒設備の設置」「マスクの着用」等の要請を行うことを
含め、「三つの密」を徹
底的に避けること、室内
の換気や人と人との距
離を適切にとることなど
感染防止対策を講じて
開館する必要がありま
す。新型コロナウイルス
感染症対策専門家会議
の提言により、厚生労
働省より『新しい生活
様式』という言葉が示
されました。この『新し
い生活様式』は今後の
新型コロナウイルスとの
共存を含めた文化に対
する指針となるのでしょ
うか。

「新しい生活様式」へのチャレンジ
NHKの日曜美術館では「美術展でのアートとの新しい付き合

い方」について特集を組んでいて、自前のコレクションという新
しい地域主義（？）が創造の中心体験として紹介されていました。
また2020年6月28日放映の日曜美術館では、3月にリニューア
ルオープンした京都市美術館（ネーミングライツ契約により、通
称が京都京セラ美術館となりました）をはじめ各地の美術館の
取り組みを紹介。地域での美術のあるべき姿としては賛否両論
もあることでしょうが、深い議論になるのが望ましいと思われま
す。番組からは美術館の建築様式の活用や、従来から所蔵して
いた美術館のコレクションと現代美術作品とのコラボレーション
など、非常に苦労の跡が見られました。また、地元作家の掘り
起こしや、企画の充実を図る必要性を痛感しました。まさにこ
れからが学芸員の方たちの腕の見せ所ですが、新しい取り組み
は始まったばかりです。

充実するコレクション展
　県内に目を向けると岡崎市美術博物館では企画展「岩合光昭
写真展　どうぶつ家族／ねこ科」が中止となり、収蔵品展「贅
沢な対話」（6月2日～ 7月12日）が開催されました。3名の学芸
員により2週間ずつ入れ替えて展示された作品はコレクションの一
部が東西の出会いとして展示されました。写真は学芸員の今泉岳
人さんの展示。非接触型体温計で入場者の体温を測定し、アル
コール消毒にマスク、透明ビニール幕、鑑賞間の距離を保ちまし
た。展示品情報は出口の空間でポストカードにして配布。日本博
物館協会のガイドラインに沿った展示でした。これが新型コロナウ
イルスを経た、今後の展覧会の常態となるのでしょうか。

次に紹介するのは、高浜市やきものの里かわら美術館。「過
去と未来を紡ぐもの」展は緊急事態宣言解除後、会期が7月19
日まで延長。若松文人館長に、現在の美術館を巡る状況などを
うかがいました。この展覧会は今泉岳大さんが企画を担当。今
泉さんが岡崎市美術博物館に移ったので安井海洋学芸員に案内
していただきました。新型コロナウイルス感染拡大の再燃の可能
性もあり、新聞社やテレビ局との共催は見込みが立たないので、
館収蔵作品の展示に取り組んでいます。逆転の発想で地元、地
域の所蔵品の掘り起こしに取
り組みました。版画や文学が
専門の安井さんから半田市亀
崎地区での版画教育や山本鼎
の版画集など興味深い話をう
かがうとともに展示作品を拝見
しました。高浜市やきものの
里かわら美術館の収蔵作品は
写真や版画なども充実してい
ます。新型コロナウイルスの影
響が地域文化を掘り起こし、
内容を深めていく機会となって
いると実感しました。

刺激的な取り組み
今回、地方の美術館ながら刺激的な取り組みで話題になった

展覧会があります。嗅覚を刺激する作品などで知られるアーティ
スト・廣瀬智央氏の初となる大規模個展「地球はレモンのように
青い」。初期の作品から、23年ぶりに日本で再制作する《レモン
プロジェクト03》や、イランの遊牧民と共作した《マーレ・ロッソ》
など新作を加えて一挙に展示（群馬県・アーツ前橋、6月1日～

7月26日）。廣瀬氏は1963年東京生まれ。1989年の多摩美術大
学卒業後にイタリア政府給費奨学生として渡伊し、ポーラアート財
団の研究奨学金を得てミラノ・ブレラ美術アカデミーを修了。美
術運動「アルテ・ポーヴェラ（貧しい芸術）」の代表的作家ルチ
アーノ・ファブロに師事。現在は、ミラノと東京を拠点に活動。《レ
モンプロジェクト03》は全身で感じる作品。その他の作品も自分
らが住む世界や日常生活に潜む小さな事柄の豊かさに目を向けさ
せます。使用したレモンは展覧会終了後、石鹸や紙へと再生する
エコロジーの視点から、作品の循環についても考えさせられます。
まさにパンデミックを招きかねないグローバルな時代にピッタリとい
えるでしょう。あわせて廣瀬氏の特筆すべき活動として「アーツ
前橋」と共に進めている「タイムカプセルプロジェクト」を紹介し
ます。群馬県前橋市内の母子生活支援施設「のぞみの家」の子
どもたちや母親と空の写真を交換し合うプロジェクトです。それは
生きること、感じることは何かという疑問を、普段の生活の中か
ら改めて問いかけます。

アートの在り方に問いかける
新型コロナウイルスの影響による『新しい生活様式』はアート

の在り方を根本的に問い直すことになりました。大手の新聞社や
テレビ局による海外有名作家の外向型の展覧会、いわゆる「パッ
クもの」の展覧会は、海外からの作品も人の動きもままならない
状況にあり開催そのものが危ぶまれます。そうであれば、内向型
の文化に光をあてることにつなげていかなければなりません。普
通の人間が関われるアートが求められています。
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　美術を巡るウィズ (With) コロナ時代の新しい生活様式。新型コロナウイルス感染拡大が
続く現状にどう動いているのかを美術館を中心に取材した。　　　　　(まとめ：鈴木敏春 )

名古屋市美術館

岡崎市美術博物館／Sam Francis "Untitled", 1988

「みんなのミュシャ」名古屋展

手指用消毒液（アーツ前橋）

高浜市やきものの里かわら美術館

「地球はレモンのように青い」展 入口

「レモンプロジェクト03」



新型コロナウイルスと
美術館の試みを巡って

新型コロナウイルスの猛威
2019年11月に中国・武漢市で報告された原因不明の肺炎は、

「COVID-19」（新型コロナウイルス感染症）と名付けられ、いま
や世界中に拡散。日本にとって、新型コロナウイルス対策で最初
の大きな試練となったのは、クルーズ船「ダイヤモンド・プリンセス」
号の集団感染でした。2020年3月以降、東京などを中心に感染
急増を受け、国や愛知県などで「緊急事態宣言」を発出。感染
拡大防止を自粛要請などで呼びかけました。その後、愛知県の緊
急事態宣言が5月31日に解除され、美術館や博物館、図書館な
どが再開しました。しかし新型コロナウイルスの感染は、首都圏
を中心に増える傾向で、とても収束など見えません。その中で先
行する形で美術館などの公共施設の開館が始まっています。

一方、名古屋市美術館では同館、中京テレビ放送、読売新聞
社などが主催の「みんなのミュシャ　ミュシャからマンガへー線の
魔術」展(4月25日～ 6月28日)が新型コロナウイルス感染拡大
防止のため中止になりました。それ以後も特別展「アートで旅
するなつやすみ　サマー・エスケープ」や、1972年までの名古
屋写真運動史を扱った「『写真の都』物語　ー名古屋写真運動史：
1911-1972 ー」が先送りとなり
ました。学芸課長の井口智子さ
んによると、名古屋市美術館は
新型コロナウイルス感染拡大防
止のための臨時休館に続き、現
在は今年11月から予定していた
外壁改修工事を前倒しして行っ
ており、休館しているとのことで
す。臨時休館に入った際には、
インターネットを利用した所蔵品
鑑賞やぬり絵の提供を行いまし
たが、ネット活用の充実の必要
性を感じたとのことです。

感染拡大予防ガイドライン
公益財団法人日本博物館協会は2020年5月14日に指針「博物

館における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」（以下
「ガイドライン」）を発表しています。新型コロナウイルス感染拡大
が続く中、多くの博物館や美術館の関係者が感染拡大防止のた
めに努力しています。「入場者の制限や誘導」「手洗いの徹底や
手指の消毒設備の設置」「マスクの着用」等の要請を行うことを
含め、「三つの密」を徹
底的に避けること、室内
の換気や人と人との距
離を適切にとることなど
感染防止対策を講じて
開館する必要がありま
す。新型コロナウイルス
感染症対策専門家会議
の提言により、厚生労
働省より『新しい生活
様式』という言葉が示
されました。この『新し
い生活様式』は今後の
新型コロナウイルスとの
共存を含めた文化に対
する指針となるのでしょ
うか。

「新しい生活様式」へのチャレンジ
NHKの日曜美術館では「美術展でのアートとの新しい付き合

い方」について特集を組んでいて、自前のコレクションという新
しい地域主義（？）が創造の中心体験として紹介されていました。
また2020年6月28日放映の日曜美術館では、3月にリニューア
ルオープンした京都市美術館（ネーミングライツ契約により、通
称が京都京セラ美術館となりました）をはじめ各地の美術館の
取り組みを紹介。地域での美術のあるべき姿としては賛否両論
もあることでしょうが、深い議論になるのが望ましいと思われま
す。番組からは美術館の建築様式の活用や、従来から所蔵して
いた美術館のコレクションと現代美術作品とのコラボレーション
など、非常に苦労の跡が見られました。また、地元作家の掘り
起こしや、企画の充実を図る必要性を痛感しました。まさにこ
れからが学芸員の方たちの腕の見せ所ですが、新しい取り組み
は始まったばかりです。

充実するコレクション展
　県内に目を向けると岡崎市美術博物館では企画展「岩合光昭
写真展　どうぶつ家族／ねこ科」が中止となり、収蔵品展「贅
沢な対話」（6月2日～ 7月12日）が開催されました。3名の学芸
員により2週間ずつ入れ替えて展示された作品はコレクションの一
部が東西の出会いとして展示されました。写真は学芸員の今泉岳
人さんの展示。非接触型体温計で入場者の体温を測定し、アル
コール消毒にマスク、透明ビニール幕、鑑賞間の距離を保ちまし
た。展示品情報は出口の空間でポストカードにして配布。日本博
物館協会のガイドラインに沿った展示でした。これが新型コロナウ
イルスを経た、今後の展覧会の常態となるのでしょうか。

次に紹介するのは、高浜市やきものの里かわら美術館。「過
去と未来を紡ぐもの」展は緊急事態宣言解除後、会期が7月19
日まで延長。若松文人館長に、現在の美術館を巡る状況などを
うかがいました。この展覧会は今泉岳大さんが企画を担当。今
泉さんが岡崎市美術博物館に移ったので安井海洋学芸員に案内
していただきました。新型コロナウイルス感染拡大の再燃の可能
性もあり、新聞社やテレビ局との共催は見込みが立たないので、
館収蔵作品の展示に取り組んでいます。逆転の発想で地元、地
域の所蔵品の掘り起こしに取
り組みました。版画や文学が
専門の安井さんから半田市亀
崎地区での版画教育や山本鼎
の版画集など興味深い話をう
かがうとともに展示作品を拝見
しました。高浜市やきものの
里かわら美術館の収蔵作品は
写真や版画なども充実してい
ます。新型コロナウイルスの影
響が地域文化を掘り起こし、
内容を深めていく機会となって
いると実感しました。

刺激的な取り組み
今回、地方の美術館ながら刺激的な取り組みで話題になった

展覧会があります。嗅覚を刺激する作品などで知られるアーティ
スト・廣瀬智央氏の初となる大規模個展「地球はレモンのように
青い」。初期の作品から、23年ぶりに日本で再制作する《レモン
プロジェクト03》や、イランの遊牧民と共作した《マーレ・ロッソ》
など新作を加えて一挙に展示（群馬県・アーツ前橋、6月1日～

7月26日）。廣瀬氏は1963年東京生まれ。1989年の多摩美術大
学卒業後にイタリア政府給費奨学生として渡伊し、ポーラアート財
団の研究奨学金を得てミラノ・ブレラ美術アカデミーを修了。美
術運動「アルテ・ポーヴェラ（貧しい芸術）」の代表的作家ルチ
アーノ・ファブロに師事。現在は、ミラノと東京を拠点に活動。《レ
モンプロジェクト03》は全身で感じる作品。その他の作品も自分
らが住む世界や日常生活に潜む小さな事柄の豊かさに目を向けさ
せます。使用したレモンは展覧会終了後、石鹸や紙へと再生する
エコロジーの視点から、作品の循環についても考えさせられます。
まさにパンデミックを招きかねないグローバルな時代にピッタリとい
えるでしょう。あわせて廣瀬氏の特筆すべき活動として「アーツ
前橋」と共に進めている「タイムカプセルプロジェクト」を紹介し
ます。群馬県前橋市内の母子生活支援施設「のぞみの家」の子
どもたちや母親と空の写真を交換し合うプロジェクトです。それは
生きること、感じることは何かという疑問を、普段の生活の中か
ら改めて問いかけます。

アートの在り方に問いかける
新型コロナウイルスの影響による『新しい生活様式』はアート

の在り方を根本的に問い直すことになりました。大手の新聞社や
テレビ局による海外有名作家の外向型の展覧会、いわゆる「パッ
クもの」の展覧会は、海外からの作品も人の動きもままならない
状況にあり開催そのものが危ぶまれます。そうであれば、内向型
の文化に光をあてることにつなげていかなければなりません。普
通の人間が関われるアートが求められています。
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　美術を巡るウィズ (With) コロナ時代の新しい生活様式。新型コロナウイルス感染拡大が
続く現状にどう動いているのかを美術館を中心に取材した。　　　　　(まとめ：鈴木敏春 )

名古屋市美術館

岡崎市美術博物館／Sam Francis "Untitled", 1988

「みんなのミュシャ」名古屋展

手指用消毒液（アーツ前橋）

高浜市やきものの里かわら美術館

「地球はレモンのように青い」展 入口

「レモンプロジェクト03」
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　「長唄」は、慣れればクセになる!?

最初に「長唄」について、私の認識を書かせていただく。

長唄は、その名の示す通り「長い唄」である。20分、30分、

40分を超える大作も珍しくない。三味線、鳴物（なりもの＝打楽

器）に乗せてうたわれる旋律は、洋楽の教育を受けてきた現代人

には、少々異様に感じられる。むろん日本語でうたわれているの

だが、初心者が理解するのは難しい。その点はオペラに似ている

といえる。だが、ある程度聴き慣れて来るとクセになる。これも

オペラと同様だ。

では、どこへ行けば長唄が聴けるのか―、無理なく長唄を知る

方法はあるのか―。答えは「日本舞踊や歌舞伎を見ること」。日

舞の美しい衣装や踊り、ドラマチックな歌舞伎の立ち居振る舞い

を楽しむうちに、長唄の面白さが分かってくる。分かってきたら、

長唄の各会派が主催する演奏会に出掛ければいい。松竹歌舞伎

の入場料は高いが、日舞、長唄の公演は比較的安価で、無料公

開の公演も少なくない。以上が筆者の体験に基づく、長唄につ

いての考察である。

　人間国宝・杵屋六左衛門さんに師事

――では最初に、六秋先生の生い立ちをうかがいます。生年月

日、出生地、どんなご家庭だったのか、家族構成などをお聞かせ

ください。

　「私は1944（昭和19）年1月24日、東京の港区で生まれました。

私は9人兄弟の上から3番目。当時はどの家も子だくさんの大家

族でしたね」

　――その子どもたちが、経済復興の要になったんですよね。と

ころで六秋さんが最初に長唄を学んだのはどなたからだったので

しょうか。

　「3歳の頃、私たちは母の在所（実家）がある愛知県新城市に

移りました。生活も落ち着き、最初に手ほどきを受けたのは母（杵

屋六歌）からでした。ところが父は三味線の音色が好きではなかっ

たようで、私や母が稽古を始めると『うちは置屋（今でいう、芸

者のプロダクション）じゃない！』って怒るんです。仕方がないから、

母と私は、父が寝入ってから稽古をしたんですよ（笑）。そんなこ

ともあり、高校卒業後の1962（昭和37）年に、長唄宗家14世・

杵屋六左衛門先生（1900―81年、重要無形文化財保持者（人

間国宝）・芸術院会員）に弟子入りするために上京しました」

　――すごい。人間国宝の先生から、直々に手ほどきを受けたの

ですね。

　3畳の布団部屋で内弟子修業

　「住み込みの内弟子になるつもりでした。何度も断られたので

すが、そのうち根負けされたのでしょう。願いがかなって5年間、

六左衛門先生のお宅で修業させていただけることになりました。

　――内弟子生活はいかがでしたか。

　「私に与えられたのは3畳ほどの布団部屋。弟子は家族ではな

いからと、風呂には入れてもらえませんでした。仕方がないので

銭湯に通いました。稽古に来るお弟子さんたちは芸者さんや芸能

人。自分のいる場所ではない気がして、何度も新城へ戻ろうかと

思ったものでした。でも六左衛門先生の唄を聴くとやめられない

（笑）。私は通いのお弟子さんの稽古を見聞きして、自分なりに楽

譜を起こして勉強しました」

　――ドラマチックですね。その結果が今の六秋さんにつながって

いるわけですね。

　「六左衛門先生から、5年も続いたのは、あんただけだよと言

われました。そして『杵屋六秋』の名をいただきました。5年間、

辛抱して良かった。天にも昇る気分でした。勉強すればするほど

長唄が好きになりました」

　古典邦楽界に訪れた新時代

――で、内弟子修業後に、名古屋で六秋さんを待っていたの

は…。

「はい、六左衛門先生の勧めで、名古屋の二代目・杵屋六左

多家に嫁ぐことになりました。長唄を続けるためでした。夫とは前

年に見合いをして、翌年23歳で結婚。その間、２度ほどしか会い

ませんでした。そんな時代でしたね。六左衛門先生ご夫妻が、最

初で最後の仲人をしてくださいました。大変幸せでございました」

――新婚生活はいかがでしたか。

「廣瀬家は大所帯。長唄の跡継ぎとして嫁入りしたはずなのに、

まるで使用人でした。当時の嫁はそれが普通でしたね。でも、そ

んな頃から、徐々に時代が変わり始めたのを実感できるようにな

りました」

――具体的には？

「文化センターが開設され、古典の間口が広がりました。西川

流の『名古屋をどり』に六左衛門先生の新作が上演されることに

なり、そのご縁でうたわせていただくことになり、一気に視界が

開けました。西川鯉三郎先生、花柳寿江弘先生、内田るり子先

生…。さまざまな日舞の先生方に可愛がっていただきました。

――そして六秋さんは2人のお子さんを授かりました。

「1968（昭和43）年に長男、3年後の1971（同46）年に幸江（後

の六春）が生まれました。長男はとても良い声をしていたのです

が変声期でリタイアしてしまいました。幸江は皆さんご存知の通り、

私の後継者として成長してくれました」

【六春さんの独白】

長唄はわが家にとって家業でした。でも私は長唄が好きではあ

りませんでした。稽古と家事との両立、人間関係に苦労した祖母

や母を見ていたからだと思います。母は私に同じ苦労をさせたく

なかった。だから私を大学（東京藝術大学）に進学させて将来の

可能性を広げてくれたんだと思います。藝大で学んだことで、こ

れまでとは違った流派の長唄を学ぶこともできました。名古屋音

楽大学の講師として、若い後進たちに邦楽の魅力を伝えることが

できるようになったのも、藝大に行かせてもらったおかげです。両

親に感謝しています。もちろん今では長唄が大好きですよ（笑）。

　娘の六春さんと「長唄おやこ会」

――六秋さんは1995（平成7）年から毎年、六春さんととも

に「秋栄会／長唄おやこ会」（無料公開）を開催。四半世紀に

わたって、市民に長唄の魅力を紹介。1995年と2008年の公演

が「名古屋市民芸術祭特別賞」に選出されています。

「私の一門である秋栄会と同時開催という形で、毎年開催させ

ていただいています。秋栄会のお弟子さんに感謝しています。

最近は六春の教え子の、名古屋音大の学生さんたちも参加して

くださるようになり、舞台も客席も、若返りました。

――市民芸術祭の話が出ましたが、六秋さんは1978（昭和

53）年に「名古屋市芸術奨励賞」を、1990（平成2）年に「愛

知県芸術文化選奨」を受賞されています。78年の名古屋市芸術

奨励賞受賞者を見ると、加藤典子さん（声楽）、六秋さん、庄司

達さん（造形美術）、奥田敏子舞踊団（現代舞踊）という、まさ

に戦後の名古屋の文化芸術を構築したアーティストがそろっていま

す。実は以前、加藤さん（2011年逝去）から、「六秋さんに長

唄を習っている」と聞いたことがありますが、本当だったのでしょ

うか。

　「加藤さんとは、とても仲良くさせていただきました。いつのこ

とだったか定かではありませんが、邦楽の発声にとても興味があ

る。きっと勉強になるからと、短期間でしたが、うちにいらしたこ

とがあるんです。私にとっても加藤さんの発声から学ぶことが多

く、とても有意義な機会でした」

　枝分かれした流派も良き親類

　――達人は達人を知る、ということですね。ちなみに奥田敏子

さんは名古屋の現代舞踊界の始祖ともいえる重鎮で、受賞の翌

年（1979年）に逝去されました。美術家の庄司さんは「布」を

モチーフに芸術活動を行い、奥田さんの愛弟子でもあった、現代

舞踊の野々村明子さんとコラボレーションを度々行いました。実

は庄司さんは、私の高校時代の恩師でもあるんです（笑）。   

　さて、話を戻しましょう。長唄の世界では「杵屋」「稀音家」「吉

住」「今藤」などの流派があり、「六」の付く社中（グループ）

がいくつもあったりします。これはどう解釈すればいいのでしょ

うか。

　「たしかに枝分かれはしていますが、元は一つ。それぞれが良

い意味でのライバルではありますが、敵対しているわけではなく、

仲良くお付き合いしています。杵屋六左衛門家は長唄の宗家（宗

家とは邦楽、邦舞などの舞台芸能の世界において、もっとも由

緒正しく権威と格式をもっている家をさしていう敬称）なので、

長唄界全体は、親類のようなものですね」

　踊り手とのエピソードも財産

――長唄の演奏形態には、日舞と競演する地方（じかた）と、

演奏だけの形態がありますが、演奏家にとって大きな違いがある

のでしょうか。

「得手、不得手はそれぞれだと思いますが、私は断然地方が好

きです。自分が中心になるリサイタルは何だか恥ずかしい（笑）。

地方の場合は踊りが主役ですから、落ち着いて唄と向き合えます。

地方の仕事の前夜には、自分が踊るように本番の舞台をイメージ

して、心構えをします。それも楽しいものなんです」

――多くの地方を務めてこられて、印象に残る踊り手も少なく

ないと思いますが…。

「先に名を挙げた鯉三郎先生、寿江弘先生、るり子先生らの舞

台には引き込まれましたね。いずれもお亡くなりになりましたが、

先生方の地方を務めることができ幸せでした。流派による（踊り

の）色合いの違いも印象深いものがありました。すべてが財産だ

と思っています」

――その逆に、微笑ましいケースもあったかと思いますが、いか

がですか？

「素人さんの場合にはいろいろありますよ。踊り（振付）を忘

れてしまって、私に聞いてきた人もいました。出・捌けのミスは多々

あります。ある人は花道から出るはずが、なかなか出てこない。

わたしはハラハラしながら唄を延ばして間をつなぎました（苦笑）」

　「六秋の唄で踊りたい」と言われたい

　――誰もがそんな失敗を繰り返して上達するのですね。では最

後に六秋さんの長唄や舞台への思い、座右の銘があればお聞か

せください。

　「いつも周囲に言っているのは、『今日のお客さんは今日しかい

ない。しっかりうたって聴いてもらい、いい気分で帰ってもらうこ

と』。常々自分にも言い聞かせている言葉です。いつまでも、踊

り手さんには『六秋の唄で踊りたい』といわれたいですからね。

それから、うたうことは体に良いということ。少々体調が優れなく

ても、うたうことで元気になる。芸は身を助ける。芸は退化しない。

今年はコロナ禍で毎年11月に開催する『おやこ会』が行えません

が、ぜひ、長唄に接する機会を作ってください。本日はありがとう

ございました」
昭和40年代後半、六秋さんの義母・六左多さんが主催した「秀芳会」（中電ホール）

実母の六歌さん（右端）、六秋さん（中央）

　　　　

杵屋 六秋
長唄・唄方
き ね   や    ろ く  しゅう

　「鐘に恨は数々御座る、初夜の鐘を撞く時は、諸行無常と響く

なり、後夜の鐘を撞く時は、是生滅法と響くなり」。日本舞踊の名

作「娘道成寺」でうたわれる長唄である。「旅の衣はすゞ かけの、

露けき袖やしぼるらん、是やこの行くも帰るも別れては、知るも

知らぬも逢坂の～」。こちらは歌舞伎の人気狂言「勧進帳」でう

たわれる長唄である。日本の古典芸能には欠くことのできない

のが、この長唄。名古屋地区邦楽界の第一人者、杵屋六秋（本

名・廣瀬栄子）さんの登場である。　　　　　（聞き手 :上野茂）
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昭和40年代後半の「名古屋杵六会」（愛知文化講堂）
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　「長唄」は、慣れればクセになる!?

最初に「長唄」について、私の認識を書かせていただく。

長唄は、その名の示す通り「長い唄」である。20分、30分、
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だが、初心者が理解するのは難しい。その点はオペラに似ている

といえる。だが、ある程度聴き慣れて来るとクセになる。これも

オペラと同様だ。

では、どこへ行けば長唄が聴けるのか―、無理なく長唄を知る
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舞の美しい衣装や踊り、ドラマチックな歌舞伎の立ち居振る舞い

を楽しむうちに、長唄の面白さが分かってくる。分かってきたら、

長唄の各会派が主催する演奏会に出掛ければいい。松竹歌舞伎

の入場料は高いが、日舞、長唄の公演は比較的安価で、無料公

開の公演も少なくない。以上が筆者の体験に基づく、長唄につ

いての考察である。

　人間国宝・杵屋六左衛門さんに師事

――では最初に、六秋先生の生い立ちをうかがいます。生年月

日、出生地、どんなご家庭だったのか、家族構成などをお聞かせ

ください。

　「私は1944（昭和19）年1月24日、東京の港区で生まれました。

私は9人兄弟の上から3番目。当時はどの家も子だくさんの大家

族でしたね」

　――その子どもたちが、経済復興の要になったんですよね。と

ころで六秋さんが最初に長唄を学んだのはどなたからだったので

しょうか。

　「3歳の頃、私たちは母の在所（実家）がある愛知県新城市に

移りました。生活も落ち着き、最初に手ほどきを受けたのは母（杵

屋六歌）からでした。ところが父は三味線の音色が好きではなかっ

たようで、私や母が稽古を始めると『うちは置屋（今でいう、芸

者のプロダクション）じゃない！』って怒るんです。仕方がないから、

母と私は、父が寝入ってから稽古をしたんですよ（笑）。そんなこ

ともあり、高校卒業後の1962（昭和37）年に、長唄宗家14世・

杵屋六左衛門先生（1900―81年、重要無形文化財保持者（人

間国宝）・芸術院会員）に弟子入りするために上京しました」

　――すごい。人間国宝の先生から、直々に手ほどきを受けたの

ですね。

　3畳の布団部屋で内弟子修業

　「住み込みの内弟子になるつもりでした。何度も断られたので

すが、そのうち根負けされたのでしょう。願いがかなって5年間、

六左衛門先生のお宅で修業させていただけることになりました。

　――内弟子生活はいかがでしたか。

　「私に与えられたのは3畳ほどの布団部屋。弟子は家族ではな

いからと、風呂には入れてもらえませんでした。仕方がないので

銭湯に通いました。稽古に来るお弟子さんたちは芸者さんや芸能

人。自分のいる場所ではない気がして、何度も新城へ戻ろうかと

思ったものでした。でも六左衛門先生の唄を聴くとやめられない

（笑）。私は通いのお弟子さんの稽古を見聞きして、自分なりに楽

譜を起こして勉強しました」

　――ドラマチックですね。その結果が今の六秋さんにつながって

いるわけですね。

　「六左衛門先生から、5年も続いたのは、あんただけだよと言

われました。そして『杵屋六秋』の名をいただきました。5年間、

辛抱して良かった。天にも昇る気分でした。勉強すればするほど

長唄が好きになりました」

　古典邦楽界に訪れた新時代

――で、内弟子修業後に、名古屋で六秋さんを待っていたの

は…。

「はい、六左衛門先生の勧めで、名古屋の二代目・杵屋六左

多家に嫁ぐことになりました。長唄を続けるためでした。夫とは前

年に見合いをして、翌年23歳で結婚。その間、２度ほどしか会い

ませんでした。そんな時代でしたね。六左衛門先生ご夫妻が、最

初で最後の仲人をしてくださいました。大変幸せでございました」

――新婚生活はいかがでしたか。

「廣瀬家は大所帯。長唄の跡継ぎとして嫁入りしたはずなのに、

まるで使用人でした。当時の嫁はそれが普通でしたね。でも、そ

んな頃から、徐々に時代が変わり始めたのを実感できるようにな

りました」

――具体的には？

「文化センターが開設され、古典の間口が広がりました。西川

流の『名古屋をどり』に六左衛門先生の新作が上演されることに

なり、そのご縁でうたわせていただくことになり、一気に視界が

開けました。西川鯉三郎先生、花柳寿江弘先生、内田るり子先

生…。さまざまな日舞の先生方に可愛がっていただきました。

――そして六秋さんは2人のお子さんを授かりました。

「1968（昭和43）年に長男、3年後の1971（同46）年に幸江（後

の六春）が生まれました。長男はとても良い声をしていたのです

が変声期でリタイアしてしまいました。幸江は皆さんご存知の通り、

私の後継者として成長してくれました」

【六春さんの独白】

長唄はわが家にとって家業でした。でも私は長唄が好きではあ

りませんでした。稽古と家事との両立、人間関係に苦労した祖母

や母を見ていたからだと思います。母は私に同じ苦労をさせたく

なかった。だから私を大学（東京藝術大学）に進学させて将来の

可能性を広げてくれたんだと思います。藝大で学んだことで、こ

れまでとは違った流派の長唄を学ぶこともできました。名古屋音

楽大学の講師として、若い後進たちに邦楽の魅力を伝えることが

できるようになったのも、藝大に行かせてもらったおかげです。両

親に感謝しています。もちろん今では長唄が大好きですよ（笑）。

　娘の六春さんと「長唄おやこ会」

――六秋さんは1995（平成7）年から毎年、六春さんととも

に「秋栄会／長唄おやこ会」（無料公開）を開催。四半世紀に

わたって、市民に長唄の魅力を紹介。1995年と2008年の公演

が「名古屋市民芸術祭特別賞」に選出されています。

「私の一門である秋栄会と同時開催という形で、毎年開催させ

ていただいています。秋栄会のお弟子さんに感謝しています。

最近は六春の教え子の、名古屋音大の学生さんたちも参加して

くださるようになり、舞台も客席も、若返りました。

――市民芸術祭の話が出ましたが、六秋さんは1978（昭和

53）年に「名古屋市芸術奨励賞」を、1990（平成2）年に「愛

知県芸術文化選奨」を受賞されています。78年の名古屋市芸術

奨励賞受賞者を見ると、加藤典子さん（声楽）、六秋さん、庄司

達さん（造形美術）、奥田敏子舞踊団（現代舞踊）という、まさ

に戦後の名古屋の文化芸術を構築したアーティストがそろっていま

す。実は以前、加藤さん（2011年逝去）から、「六秋さんに長

唄を習っている」と聞いたことがありますが、本当だったのでしょ

うか。

　「加藤さんとは、とても仲良くさせていただきました。いつのこ

とだったか定かではありませんが、邦楽の発声にとても興味があ

る。きっと勉強になるからと、短期間でしたが、うちにいらしたこ

とがあるんです。私にとっても加藤さんの発声から学ぶことが多

く、とても有意義な機会でした」

　枝分かれした流派も良き親類

　――達人は達人を知る、ということですね。ちなみに奥田敏子

さんは名古屋の現代舞踊界の始祖ともいえる重鎮で、受賞の翌

年（1979年）に逝去されました。美術家の庄司さんは「布」を

モチーフに芸術活動を行い、奥田さんの愛弟子でもあった、現代

舞踊の野々村明子さんとコラボレーションを度々行いました。実

は庄司さんは、私の高校時代の恩師でもあるんです（笑）。   

　さて、話を戻しましょう。長唄の世界では「杵屋」「稀音家」「吉

住」「今藤」などの流派があり、「六」の付く社中（グループ）

がいくつもあったりします。これはどう解釈すればいいのでしょ

うか。

　「たしかに枝分かれはしていますが、元は一つ。それぞれが良

い意味でのライバルではありますが、敵対しているわけではなく、

仲良くお付き合いしています。杵屋六左衛門家は長唄の宗家（宗

家とは邦楽、邦舞などの舞台芸能の世界において、もっとも由

緒正しく権威と格式をもっている家をさしていう敬称）なので、

長唄界全体は、親類のようなものですね」

　踊り手とのエピソードも財産

――長唄の演奏形態には、日舞と競演する地方（じかた）と、

演奏だけの形態がありますが、演奏家にとって大きな違いがある

のでしょうか。

「得手、不得手はそれぞれだと思いますが、私は断然地方が好

きです。自分が中心になるリサイタルは何だか恥ずかしい（笑）。

地方の場合は踊りが主役ですから、落ち着いて唄と向き合えます。

地方の仕事の前夜には、自分が踊るように本番の舞台をイメージ

して、心構えをします。それも楽しいものなんです」

――多くの地方を務めてこられて、印象に残る踊り手も少なく

ないと思いますが…。

「先に名を挙げた鯉三郎先生、寿江弘先生、るり子先生らの舞

台には引き込まれましたね。いずれもお亡くなりになりましたが、

先生方の地方を務めることができ幸せでした。流派による（踊り

の）色合いの違いも印象深いものがありました。すべてが財産だ

と思っています」

――その逆に、微笑ましいケースもあったかと思いますが、いか

がですか？

「素人さんの場合にはいろいろありますよ。踊り（振付）を忘

れてしまって、私に聞いてきた人もいました。出・捌けのミスは多々

あります。ある人は花道から出るはずが、なかなか出てこない。

わたしはハラハラしながら唄を延ばして間をつなぎました（苦笑）」

　「六秋の唄で踊りたい」と言われたい

　――誰もがそんな失敗を繰り返して上達するのですね。では最

後に六秋さんの長唄や舞台への思い、座右の銘があればお聞か

せください。

　「いつも周囲に言っているのは、『今日のお客さんは今日しかい

ない。しっかりうたって聴いてもらい、いい気分で帰ってもらうこ

と』。常々自分にも言い聞かせている言葉です。いつまでも、踊

り手さんには『六秋の唄で踊りたい』といわれたいですからね。

それから、うたうことは体に良いということ。少々体調が優れなく

ても、うたうことで元気になる。芸は身を助ける。芸は退化しない。

今年はコロナ禍で毎年11月に開催する『おやこ会』が行えません

が、ぜひ、長唄に接する機会を作ってください。本日はありがとう

ございました」
昭和40年代後半、六秋さんの義母・六左多さんが主催した「秀芳会」（中電ホール）

実母の六歌さん（右端）、六秋さん（中央）

　　　　

杵屋 六秋
長唄・唄方
き ね   や    ろ く  しゅう

　「鐘に恨は数々御座る、初夜の鐘を撞く時は、諸行無常と響く

なり、後夜の鐘を撞く時は、是生滅法と響くなり」。日本舞踊の名

作「娘道成寺」でうたわれる長唄である。「旅の衣はすゞ かけの、

露けき袖やしぼるらん、是やこの行くも帰るも別れては、知るも

知らぬも逢坂の～」。こちらは歌舞伎の人気狂言「勧進帳」でう

たわれる長唄である。日本の古典芸能には欠くことのできない

のが、この長唄。名古屋地区邦楽界の第一人者、杵屋六秋（本

名・廣瀬栄子）さんの登場である。　　　　　（聞き手 :上野茂）
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　「長唄」は、慣れればクセになる!?

最初に「長唄」について、私の認識を書かせていただく。

長唄は、その名の示す通り「長い唄」である。20分、30分、

40分を超える大作も珍しくない。三味線、鳴物（なりもの＝打楽

器）に乗せてうたわれる旋律は、洋楽の教育を受けてきた現代人

には、少々異様に感じられる。むろん日本語でうたわれているの

だが、初心者が理解するのは難しい。その点はオペラに似ている

といえる。だが、ある程度聴き慣れて来るとクセになる。これも

オペラと同様だ。

では、どこへ行けば長唄が聴けるのか―、無理なく長唄を知る

方法はあるのか―。答えは「日本舞踊や歌舞伎を見ること」。日

舞の美しい衣装や踊り、ドラマチックな歌舞伎の立ち居振る舞い

を楽しむうちに、長唄の面白さが分かってくる。分かってきたら、

長唄の各会派が主催する演奏会に出掛ければいい。松竹歌舞伎

の入場料は高いが、日舞、長唄の公演は比較的安価で、無料公

開の公演も少なくない。以上が筆者の体験に基づく、長唄につ

いての考察である。

　人間国宝・杵屋六左衛門さんに師事

――では最初に、六秋先生の生い立ちをうかがいます。生年月

日、出生地、どんなご家庭だったのか、家族構成などをお聞かせ

ください。

　「私は1944（昭和19）年1月24日、東京の港区で生まれました。

私は9人兄弟の上から3番目。当時はどの家も子だくさんの大家

族でしたね」

　――その子どもたちが、経済復興の要になったんですよね。と

ころで六秋さんが最初に長唄を学んだのはどなたからだったので

しょうか。

　「3歳の頃、私たちは母の在所（実家）がある愛知県新城市に

移りました。生活も落ち着き、最初に手ほどきを受けたのは母（杵

屋六歌）からでした。ところが父は三味線の音色が好きではなかっ

たようで、私や母が稽古を始めると『うちは置屋（今でいう、芸

者のプロダクション）じゃない！』って怒るんです。仕方がないから、

母と私は、父が寝入ってから稽古をしたんですよ（笑）。そんなこ

ともあり、高校卒業後の1962（昭和37）年に、長唄宗家14世・

杵屋六左衛門先生（1900―81年、重要無形文化財保持者（人

間国宝）・芸術院会員）に弟子入りするために上京しました」

　――すごい。人間国宝の先生から、直々に手ほどきを受けたの

ですね。

　3畳の布団部屋で内弟子修業

　「住み込みの内弟子になるつもりでした。何度も断られたので

すが、そのうち根負けされたのでしょう。願いがかなって5年間、

六左衛門先生のお宅で修業させていただけることになりました。

　――内弟子生活はいかがでしたか。

　「私に与えられたのは3畳ほどの布団部屋。弟子は家族ではな

いからと、風呂には入れてもらえませんでした。仕方がないので

銭湯に通いました。稽古に来るお弟子さんたちは芸者さんや芸能

人。自分のいる場所ではない気がして、何度も新城へ戻ろうかと

思ったものでした。でも六左衛門先生の唄を聴くとやめられない

（笑）。私は通いのお弟子さんの稽古を見聞きして、自分なりに楽

譜を起こして勉強しました」

　――ドラマチックですね。その結果が今の六秋さんにつながって

いるわけですね。

　「六左衛門先生から、5年も続いたのは、あんただけだよと言

われました。そして『杵屋六秋』の名をいただきました。5年間、

辛抱して良かった。天にも昇る気分でした。勉強すればするほど

長唄が好きになりました」

　古典邦楽界に訪れた新時代

――で、内弟子修業後に、名古屋で六秋さんを待っていたの

は…。

「はい、六左衛門先生の勧めで、名古屋の二代目・杵屋六左

多家に嫁ぐことになりました。長唄を続けるためでした。夫とは前

年に見合いをして、翌年23歳で結婚。その間、２度ほどしか会い

ませんでした。そんな時代でしたね。六左衛門先生ご夫妻が、最

初で最後の仲人をしてくださいました。大変幸せでございました」
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――新婚生活はいかがでしたか。

「廣瀬家は大所帯。長唄の跡継ぎとして嫁入りしたはずなのに、

まるで使用人でした。当時の嫁はそれが普通でしたね。でも、そ

んな頃から、徐々に時代が変わり始めたのを実感できるようにな

りました」

――具体的には？

「文化センターが開設され、古典の間口が広がりました。西川

流の『名古屋をどり』に六左衛門先生の新作が上演されることに

なり、そのご縁でうたわせていただくことになり、一気に視界が

開けました。西川鯉三郎先生、花柳寿江弘先生、内田るり子先

生…。さまざまな日舞の先生方に可愛がっていただきました。

――そして六秋さんは2人のお子さんを授かりました。

「1968（昭和43）年に長男、3年後の1971（同46）年に幸江（後

の六春）が生まれました。長男はとても良い声をしていたのです

が変声期でリタイアしてしまいました。幸江は皆さんご存知の通り、

私の後継者として成長してくれました」

【六春さんの独白】

長唄はわが家にとって家業でした。でも私は長唄が好きではあ

りませんでした。稽古と家事との両立、人間関係に苦労した祖母

や母を見ていたからだと思います。母は私に同じ苦労をさせたく

なかった。だから私を大学（東京藝術大学）に進学させて将来の

可能性を広げてくれたんだと思います。藝大で学んだことで、こ

れまでとは違った流派の長唄を学ぶこともできました。名古屋音

楽大学の講師として、若い後進たちに邦楽の魅力を伝えることが

できるようになったのも、藝大に行かせてもらったおかげです。両

親に感謝しています。もちろん今では長唄が大好きですよ（笑）。

　娘の六春さんと「長唄おやこ会」

――六秋さんは1995（平成7）年から毎年、六春さんととも

に「秋栄会／長唄おやこ会」（無料公開）を開催。四半世紀に

わたって、市民に長唄の魅力を紹介。1995年と2008年の公演

が「名古屋市民芸術祭特別賞」に選出されています。

「私の一門である秋栄会と同時開催という形で、毎年開催させ

ていただいています。秋栄会のお弟子さんに感謝しています。

最近は六春の教え子の、名古屋音大の学生さんたちも参加して

くださるようになり、舞台も客席も、若返りました。

――市民芸術祭の話が出ましたが、六秋さんは1978（昭和

53）年に「名古屋市芸術奨励賞」を、1990（平成2）年に「愛

知県芸術文化選奨」を受賞されています。78年の名古屋市芸術

奨励賞受賞者を見ると、加藤典子さん（声楽）、六秋さん、庄司

達さん（造形美術）、奥田敏子舞踊団（現代舞踊）という、まさ

に戦後の名古屋の文化芸術を構築したアーティストがそろっていま

す。実は以前、加藤さん（2011年逝去）から、「六秋さんに長

唄を習っている」と聞いたことがありますが、本当だったのでしょ

うか。

　「加藤さんとは、とても仲良くさせていただきました。いつのこ

とだったか定かではありませんが、邦楽の発声にとても興味があ

る。きっと勉強になるからと、短期間でしたが、うちにいらしたこ

とがあるんです。私にとっても加藤さんの発声から学ぶことが多

く、とても有意義な機会でした」

　枝分かれした流派も良き親類

　――達人は達人を知る、ということですね。ちなみに奥田敏子

さんは名古屋の現代舞踊界の始祖ともいえる重鎮で、受賞の翌

年（1979年）に逝去されました。美術家の庄司さんは「布」を

モチーフに芸術活動を行い、奥田さんの愛弟子でもあった、現代

舞踊の野々村明子さんとコラボレーションを度々行いました。実

は庄司さんは、私の高校時代の恩師でもあるんです（笑）。   

　さて、話を戻しましょう。長唄の世界では「杵屋」「稀音家」「吉

住」「今藤」などの流派があり、「六」の付く社中（グループ）

がいくつもあったりします。これはどう解釈すればいいのでしょ

うか。

　「たしかに枝分かれはしていますが、元は一つ。それぞれが良

い意味でのライバルではありますが、敵対しているわけではなく、

仲良くお付き合いしています。杵屋六左衛門家は長唄の宗家（宗

家とは邦楽、邦舞などの舞台芸能の世界において、もっとも由

緒正しく権威と格式をもっている家をさしていう敬称）なので、

長唄界全体は、親類のようなものですね」

　踊り手とのエピソードも財産

――長唄の演奏形態には、日舞と競演する地方（じかた）と、

演奏だけの形態がありますが、演奏家にとって大きな違いがある

のでしょうか。

「得手、不得手はそれぞれだと思いますが、私は断然地方が好

きです。自分が中心になるリサイタルは何だか恥ずかしい（笑）。

地方の場合は踊りが主役ですから、落ち着いて唄と向き合えます。

地方の仕事の前夜には、自分が踊るように本番の舞台をイメージ

して、心構えをします。それも楽しいものなんです」

――多くの地方を務めてこられて、印象に残る踊り手も少なく

ないと思いますが…。

「先に名を挙げた鯉三郎先生、寿江弘先生、るり子先生らの舞

台には引き込まれましたね。いずれもお亡くなりになりましたが、

先生方の地方を務めることができ幸せでした。流派による（踊り

の）色合いの違いも印象深いものがありました。すべてが財産だ

と思っています」

――その逆に、微笑ましいケースもあったかと思いますが、いか

がですか？

「素人さんの場合にはいろいろありますよ。踊り（振付）を忘

れてしまって、私に聞いてきた人もいました。出・捌けのミスは多々

あります。ある人は花道から出るはずが、なかなか出てこない。

わたしはハラハラしながら唄を延ばして間をつなぎました（苦笑）」

　「六秋の唄で踊りたい」と言われたい

　――誰もがそんな失敗を繰り返して上達するのですね。では最

後に六秋さんの長唄や舞台への思い、座右の銘があればお聞か

せください。

　「いつも周囲に言っているのは、『今日のお客さんは今日しかい

ない。しっかりうたって聴いてもらい、いい気分で帰ってもらうこ

と』。常々自分にも言い聞かせている言葉です。いつまでも、踊

り手さんには『六秋の唄で踊りたい』といわれたいですからね。

それから、うたうことは体に良いということ。少々体調が優れなく

ても、うたうことで元気になる。芸は身を助ける。芸は退化しない。

今年はコロナ禍で毎年11月に開催する『おやこ会』が行えません

が、ぜひ、長唄に接する機会を作ってください。本日はありがとう

ございました」

御園座開館記念「名古屋邦楽大会」。六秋一門で「越後獅子」を演奏（平成30年11月25日）

平成19年「ハワイホノルルフェスティバル」。
毎日文化センターの生徒と演奏（ワイキキビーチウォーク特設舞台）　

「G20」愛知名古屋外相会合・夕食会文化行事での演奏。
右から杵屋彌四郎さん、六秋さん、六春さん（令和元年11月22日）

昭和53年度の名古屋市芸術賞授賞式。
授与するのは当時の本山政雄名古屋市長
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といえる。だが、ある程度聴き慣れて来るとクセになる。これも

オペラと同様だ。

では、どこへ行けば長唄が聴けるのか―、無理なく長唄を知る

方法はあるのか―。答えは「日本舞踊や歌舞伎を見ること」。日

舞の美しい衣装や踊り、ドラマチックな歌舞伎の立ち居振る舞い

を楽しむうちに、長唄の面白さが分かってくる。分かってきたら、

長唄の各会派が主催する演奏会に出掛ければいい。松竹歌舞伎

の入場料は高いが、日舞、長唄の公演は比較的安価で、無料公

開の公演も少なくない。以上が筆者の体験に基づく、長唄につ

いての考察である。

　人間国宝・杵屋六左衛門さんに師事

――では最初に、六秋先生の生い立ちをうかがいます。生年月

日、出生地、どんなご家庭だったのか、家族構成などをお聞かせ

ください。

　「私は1944（昭和19）年1月24日、東京の港区で生まれました。

私は9人兄弟の上から3番目。当時はどの家も子だくさんの大家

族でしたね」

　――その子どもたちが、経済復興の要になったんですよね。と

ころで六秋さんが最初に長唄を学んだのはどなたからだったので

しょうか。

　「3歳の頃、私たちは母の在所（実家）がある愛知県新城市に

移りました。生活も落ち着き、最初に手ほどきを受けたのは母（杵

屋六歌）からでした。ところが父は三味線の音色が好きではなかっ

たようで、私や母が稽古を始めると『うちは置屋（今でいう、芸

者のプロダクション）じゃない！』って怒るんです。仕方がないから、

母と私は、父が寝入ってから稽古をしたんですよ（笑）。そんなこ

ともあり、高校卒業後の1962（昭和37）年に、長唄宗家14世・

杵屋六左衛門先生（1900―81年、重要無形文化財保持者（人

間国宝）・芸術院会員）に弟子入りするために上京しました」

　――すごい。人間国宝の先生から、直々に手ほどきを受けたの

ですね。

　3畳の布団部屋で内弟子修業

　「住み込みの内弟子になるつもりでした。何度も断られたので

すが、そのうち根負けされたのでしょう。願いがかなって5年間、

六左衛門先生のお宅で修業させていただけることになりました。

　――内弟子生活はいかがでしたか。

　「私に与えられたのは3畳ほどの布団部屋。弟子は家族ではな

いからと、風呂には入れてもらえませんでした。仕方がないので

銭湯に通いました。稽古に来るお弟子さんたちは芸者さんや芸能

人。自分のいる場所ではない気がして、何度も新城へ戻ろうかと

思ったものでした。でも六左衛門先生の唄を聴くとやめられない

（笑）。私は通いのお弟子さんの稽古を見聞きして、自分なりに楽

譜を起こして勉強しました」

　――ドラマチックですね。その結果が今の六秋さんにつながって

いるわけですね。

　「六左衛門先生から、5年も続いたのは、あんただけだよと言

われました。そして『杵屋六秋』の名をいただきました。5年間、

辛抱して良かった。天にも昇る気分でした。勉強すればするほど

長唄が好きになりました」

　古典邦楽界に訪れた新時代

――で、内弟子修業後に、名古屋で六秋さんを待っていたの

は…。

「はい、六左衛門先生の勧めで、名古屋の二代目・杵屋六左

多家に嫁ぐことになりました。長唄を続けるためでした。夫とは前

年に見合いをして、翌年23歳で結婚。その間、２度ほどしか会い

ませんでした。そんな時代でしたね。六左衛門先生ご夫妻が、最

初で最後の仲人をしてくださいました。大変幸せでございました」

N A G O Y A  C u l t u r a l  I n f o r m a t i o n 0 9

I n t e r v i e wI n t e r v i ew I n t e r v i ew

――新婚生活はいかがでしたか。

「廣瀬家は大所帯。長唄の跡継ぎとして嫁入りしたはずなのに、

まるで使用人でした。当時の嫁はそれが普通でしたね。でも、そ

んな頃から、徐々に時代が変わり始めたのを実感できるようにな

りました」

――具体的には？

「文化センターが開設され、古典の間口が広がりました。西川

流の『名古屋をどり』に六左衛門先生の新作が上演されることに

なり、そのご縁でうたわせていただくことになり、一気に視界が

開けました。西川鯉三郎先生、花柳寿江弘先生、内田るり子先

生…。さまざまな日舞の先生方に可愛がっていただきました。

――そして六秋さんは2人のお子さんを授かりました。

「1968（昭和43）年に長男、3年後の1971（同46）年に幸江（後

の六春）が生まれました。長男はとても良い声をしていたのです

が変声期でリタイアしてしまいました。幸江は皆さんご存知の通り、

私の後継者として成長してくれました」

【六春さんの独白】

長唄はわが家にとって家業でした。でも私は長唄が好きではあ

りませんでした。稽古と家事との両立、人間関係に苦労した祖母

や母を見ていたからだと思います。母は私に同じ苦労をさせたく

なかった。だから私を大学（東京藝術大学）に進学させて将来の

可能性を広げてくれたんだと思います。藝大で学んだことで、こ

れまでとは違った流派の長唄を学ぶこともできました。名古屋音

楽大学の講師として、若い後進たちに邦楽の魅力を伝えることが

できるようになったのも、藝大に行かせてもらったおかげです。両

親に感謝しています。もちろん今では長唄が大好きですよ（笑）。

　娘の六春さんと「長唄おやこ会」

――六秋さんは1995（平成7）年から毎年、六春さんととも

に「秋栄会／長唄おやこ会」（無料公開）を開催。四半世紀に

わたって、市民に長唄の魅力を紹介。1995年と2008年の公演

が「名古屋市民芸術祭特別賞」に選出されています。

「私の一門である秋栄会と同時開催という形で、毎年開催させ

ていただいています。秋栄会のお弟子さんに感謝しています。

最近は六春の教え子の、名古屋音大の学生さんたちも参加して

くださるようになり、舞台も客席も、若返りました。

――市民芸術祭の話が出ましたが、六秋さんは1978（昭和

53）年に「名古屋市芸術奨励賞」を、1990（平成2）年に「愛

知県芸術文化選奨」を受賞されています。78年の名古屋市芸術

奨励賞受賞者を見ると、加藤典子さん（声楽）、六秋さん、庄司

達さん（造形美術）、奥田敏子舞踊団（現代舞踊）という、まさ

に戦後の名古屋の文化芸術を構築したアーティストがそろっていま

す。実は以前、加藤さん（2011年逝去）から、「六秋さんに長

唄を習っている」と聞いたことがありますが、本当だったのでしょ

うか。

　「加藤さんとは、とても仲良くさせていただきました。いつのこ

とだったか定かではありませんが、邦楽の発声にとても興味があ

る。きっと勉強になるからと、短期間でしたが、うちにいらしたこ

とがあるんです。私にとっても加藤さんの発声から学ぶことが多

く、とても有意義な機会でした」

　枝分かれした流派も良き親類

　――達人は達人を知る、ということですね。ちなみに奥田敏子

さんは名古屋の現代舞踊界の始祖ともいえる重鎮で、受賞の翌

年（1979年）に逝去されました。美術家の庄司さんは「布」を

モチーフに芸術活動を行い、奥田さんの愛弟子でもあった、現代

舞踊の野々村明子さんとコラボレーションを度々行いました。実

は庄司さんは、私の高校時代の恩師でもあるんです（笑）。   

　さて、話を戻しましょう。長唄の世界では「杵屋」「稀音家」「吉

住」「今藤」などの流派があり、「六」の付く社中（グループ）

がいくつもあったりします。これはどう解釈すればいいのでしょ

うか。

　「たしかに枝分かれはしていますが、元は一つ。それぞれが良

い意味でのライバルではありますが、敵対しているわけではなく、

仲良くお付き合いしています。杵屋六左衛門家は長唄の宗家（宗

家とは邦楽、邦舞などの舞台芸能の世界において、もっとも由

緒正しく権威と格式をもっている家をさしていう敬称）なので、

長唄界全体は、親類のようなものですね」

　踊り手とのエピソードも財産

――長唄の演奏形態には、日舞と競演する地方（じかた）と、

演奏だけの形態がありますが、演奏家にとって大きな違いがある

のでしょうか。

「得手、不得手はそれぞれだと思いますが、私は断然地方が好

きです。自分が中心になるリサイタルは何だか恥ずかしい（笑）。

地方の場合は踊りが主役ですから、落ち着いて唄と向き合えます。

地方の仕事の前夜には、自分が踊るように本番の舞台をイメージ

して、心構えをします。それも楽しいものなんです」

――多くの地方を務めてこられて、印象に残る踊り手も少なく

ないと思いますが…。

「先に名を挙げた鯉三郎先生、寿江弘先生、るり子先生らの舞

台には引き込まれましたね。いずれもお亡くなりになりましたが、

先生方の地方を務めることができ幸せでした。流派による（踊り

の）色合いの違いも印象深いものがありました。すべてが財産だ

と思っています」

――その逆に、微笑ましいケースもあったかと思いますが、いか

がですか？

「素人さんの場合にはいろいろありますよ。踊り（振付）を忘

れてしまって、私に聞いてきた人もいました。出・捌けのミスは多々

あります。ある人は花道から出るはずが、なかなか出てこない。

わたしはハラハラしながら唄を延ばして間をつなぎました（苦笑）」

　「六秋の唄で踊りたい」と言われたい

　――誰もがそんな失敗を繰り返して上達するのですね。では最

後に六秋さんの長唄や舞台への思い、座右の銘があればお聞か

せください。

　「いつも周囲に言っているのは、『今日のお客さんは今日しかい

ない。しっかりうたって聴いてもらい、いい気分で帰ってもらうこ

と』。常々自分にも言い聞かせている言葉です。いつまでも、踊

り手さんには『六秋の唄で踊りたい』といわれたいですからね。

それから、うたうことは体に良いということ。少々体調が優れなく

ても、うたうことで元気になる。芸は身を助ける。芸は退化しない。

今年はコロナ禍で毎年11月に開催する『おやこ会』が行えません

が、ぜひ、長唄に接する機会を作ってください。本日はありがとう

ございました」

御園座開館記念「名古屋邦楽大会」。六秋一門で「越後獅子」を演奏（平成30年11月25日）

平成19年「ハワイホノルルフェスティバル」。
毎日文化センターの生徒と演奏（ワイキキビーチウォーク特設舞台）　

「G20」愛知名古屋外相会合・夕食会文化行事での演奏。
右から杵屋彌四郎さん、六秋さん、六春さん（令和元年11月22日）

昭和53年度の名古屋市芸術賞授賞式。
授与するのは当時の本山政雄名古屋市長
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　新型コロナウイルスの感染拡大と、それに伴う国や県に
よるイベントの自粛要請により、2月下旬以降、数多くの劇
場公演が中止となった。そんな状況の中、「演劇の灯を絶
やさないために、演劇の未来のために、緊急支援を！」と、
演劇関連３団体（日本劇団協議会･日本演出者協会･日本劇
作家協会）が呼びかけ、４月中旬に「演劇緊急支援プロジェ
クト」を立ち上げた。
　ネット上での署名活動を行い、呼びかけ人や賛同者は続々
と増え、また演劇だけでなく映画・音楽の３者がジャンルを
超えて連携。３者は♯WeNeedCultureとして共同のアク
ションを行い、５月２２日に４０万筆以上の署名とともに「文
化芸術復興基金創設要望書」を関係省庁に提出した。こ
の省庁への要請とその後に行われた記者会見には俳優の
渡辺えり氏や映画監督の諏訪敦彦氏などが出席し、マスコ
ミ各媒体にも取り上げられた。また、その夜に行われたリ
レートークはYouTubeで生配信され１０万人以上が視聴。
これらの活動は文化芸術の危機を訴える一助となったので
はないだろうか。

　一方、愛知県内では６月１９日～２１日に長久手市文化の
家 風のホールで「はじめの半歩プロジェクト」（発起人／杉
本明朗 アクションクラブ中部代表）が開催された。出演団
体は東海地区で活動する演劇、ミュージカル、歌、ダンス、
太鼓、三味線などの１３団体。
　この企画の目的は、徹底した感染防止対策を施したうえ
で公演を行い、劇団や劇場の活動再開の後押しをすること。
発起人の杉本氏は「感染拡大後、公共施設を使っての公
演はおそらく日本で初だったと思います。一番大切なのは安
全に幕を開けること。お客さんに、劇場は安全で楽しめる
場所だということを伝えたかったんです」と。
　通常の感染防止対策に加え、客席は定員の１５％と大幅
に制限し、最前列も空席にした。観客にはオンラインチケッ

トの利用を呼びかけ、当日は透明のフェイスシールドとアル
コール除菌シートを配付。出演者同士の距離も２ｍ以上空
けるなど様々な対策を講じ、開演前には警備員の制服に身
を包んだ杉本氏が「ソーシャルディスタンス警備員」として
登場し、観客に注意事項を伝えた。

　杉本氏は「企画がスタートした時点では、公演の案内を
行うのも躊躇するような状況でしたが、クレームは全くなく
客席はほぼ定員に達しました。そしてお客さんから励ましや
お礼の声がたくさん届き、出演者･スタッフも全員が楽しかっ
たと言ってくれて、『みんな飢えていたんだ』と実感しました。
最初の一歩を踏みだすのは勇気が必要でしたが、誰かが一
歩踏み出せば誰かがあとに続いてくれるでしょう。次に繋が
るヒントが得られたのではないでしょうか」と語った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（吉田 明子）

　いやあ、人生の挫折はとても楽しかった。大学に落ち続け、
東京での二浪生活中に萩尾望都の「ポーの一族」に出会っ
てしまったからです。この衝撃は凄かった。
　それまで少女漫画に縁がなかった私にとって、免疫がある
訳もなく、完全にハマってしまいました。
　私が浪人中だった1974年前後は、まさに少女漫画のヴィ
ンテージ・イヤーとでもいう年代で、花の24年組と呼ばれる、
萩尾望都、山岸凉子、竹宮惠子、大島弓子らが少女漫画の
新しい地平を切り開いていく変革期でした。
　この年には、萩尾望都の「ポーの一族」が単行本化され、
山岸凉子の「アラベスク（第２部）」が連載開始（飲み会では、
サークルメンバーでアラベスクごっこで大騒ぎ、誰も本当の
バレエ何ぞ見たことがないのに、踊りまくっていた）、また2
年後には竹宮惠子の「風と木の詩」が連載開始（少年同士
のベッドシーンから始まる連載は衝撃的でした！）さらに２年
後には大島弓子の「綿の国星」が出現、そのインパクトは
少女漫画のジャンルを超えて社会に影響を広げていきます。
本当に少女漫画が新たなる地平を広げる年代に立ち会った
訳です。
　さて、奇跡的に大学に滑り込んだ私には、幾つかの出会
いが待っていました。最初は、貸本屋「ネオ書房」との出会
いでした。名古屋市内に生き残っていた店で、昭和区の曙
通り商店街にひっそり店を構えていました。かつての貸本漫
画は姿を消していましたが、月刊や週刊の少女漫画雑誌、
単行本を借りまくっていました。更には、この店が、少女漫
画愛好者の出会いの場としても機能していました。
　第二は1975年に、「SF研兼漫画研究会」（略称：SM研）
となるサークルを立ち上げたことです。私の趣味でSFをくっ
つけたばかりか、名称の真ん中に、私の姓の一文字『兼』
を紛れ込ませるなど、やりたい放題！
　サークル最初のイベントは、当時高校の後輩が参加してい
た東工大SF研との交流会。みんな金がないので、夜行の東
京行き普通列車を利用。サークルのＩ君は、改札で止められ
ました。「これは違うよ！」確認すると乗車券ではなくって、生
協の食券であったというお粗末！
　翌年には、ガリ版刷りの同人誌を持参し、東京のコミケッ
トに参加。前年の食券乱用事件と大量の同人誌持参のため、
中古の自家用車で東名高速を往復。当時は参加サークルも
100に満たず、会場も確か板橋産業連合会館で、アニメ系
の同人誌が増えてきました。開催後の反省会で、セル画を
売りまくるアニメ系同人サークルの商売について批判が続出
しました。我がSM研のトラブルメーカー N君の「儲けて続け
るのが、同人誌の目的。悔しかったら売れる同人誌を作った
ら～」という発言に会場大荒れ―というのも懐かしい思い
出。（うちの同人誌も全く売れませんでしたが・・・）
　1978年には、コミックカーニバル（通称コミカ）が中日ビ

ルで開催され、その後、名古屋市公会堂に会場を変更。大
盛況を迎えるも終息。参加者が列をなす状況やコスプレが盛
んになった状況を危惧した名古屋市に、何年か後、会場使
用が断られたという話が伝え聞こえてきました。
　当時は、私は市の職員として勤務の身、同人誌サークル
活動からは少し離れており、何の役にも立ちませんでした。
コミカは、東京で商業化の波に飲み込まれそうなコミケット
に比して、「創作同人の聖地」と呼ばれていました。それを
引っ張って来た「名大漫研」や東海高校漫研OBが中心となっ
た「ドガ」といったサークルの熱意と頑張りに改めて敬意を
表します。
　彼らは、「僕らは漫画を描くサークルだ！」と堂々と主張し、
人材・力量とも一歩抜きん出ていた。一方、我らSM研は、「僕
らは真面目に研究していこう！」とただただ、少女漫画を読み
ふけっていたのを思い出します。
　一応、後輩も含めた我々メンバーの名誉のために付け加
えると、我々も創作に励んできたし、「創作が一番偉い」といっ
たヒエラルキーを肯定してもいません。ついでにＳＭ研という
略称は、サドマゾの略称ではなく、少女漫画の略称です。
　もう一つ弁明すると…サドマゾを下に観る気もさらさらあり
ません。そもそも漫画自体が「悪書追放」のターゲットだっ
たし、少女漫画への偏見には大変なものがありました。たと
え手塚治虫であっても、そういった対象でした。私が就職し
た当時でも、「最近の若い奴らは、列車内で漫画を読んでい
る。」と非難されていたものです。（いわんや少女漫画をや！）
　かつて少女漫画は偏見の真っただ中にありました。多くの
男（編集者の大半は男性であったし、読まず嫌いの男共が
何と多かったことか！）の偏見に対峙し、自らの創作意欲に
忠実であろうと、あがいてきた多くの少女漫画家に敬意を表
します。彼女たちは革命を実行しその地平を大きく切り開き
ました。その成果が今の少女漫画にはあります。私は彼女ら
の手の上で、踊っていられたのを自慢に思います。
　とはいえ、「クール・ジャパン」とか、「世界戦略上の重要
なコンテンツ」という意味づけには疑問を持ちます。純粋に、
少女漫画を楽しんだり、驚いたりしてほしい。そこには、皆
さんの知らない世界があるかもしれません。

「演劇緊急支援プロジェクト」と「はじめの半歩プロジェクト」

僕らが能天気に踊っていた時、
そこでは革命が進んでいた

1955年名古屋市生まれ。名古屋工業大学卒業後、土木技術者とし
て名古屋市役所に勤務。現在、昭和土木株式会社理事、中部大学非
常勤講師を勤める。
大学在学中に「SF研兼漫研（通称SM研）を立ち上げ、大ナゴヤ大
学で「少女漫画偏愛主義講座」を開催。現在、中日新聞プラスで、
「少女じゃなくてもコレは読め」を掲載中。
座右の銘は「コンプリートは目指さない。」

少女漫画偏愛主義者／会社員（土木屋）兼岩 孝 

♯WeNeedCultureのメインビジュアル

はじめの半歩プロジェクト出演団体のイメージカット

はじめの半歩プロジェクト　アクリル板越しに歌う出演者

「大ナゴヤ大学授業風景」（講師が一番楽しんでいた）
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NAGOYA  ヴォイシーノベルズ・キャビネット

短編小説作品募集
元気・勇気・感動を与える

だれでも気軽に文芸作品に親しんでいただきたいとの思いで生まれた
「NAGOYAヴォイシーノベルズ・キャビネット」。
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